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主要地方道 香住村岡線 
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投資事業評価調書（継続：再評価〔第１回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

道路街路課 

記入責任者職氏名 

（担当者氏名） 

道路街路課長 嶋田 博文 

（県道班長 吉村 達郎） 

内

線 

4362 

(4376) 

  
事業種目 道 路 新規評価年度 平成18年度  今回評価 前回評価 

事業名 

道路事業 

主要地方道 

香住村
かすみむら

岡
おか

線 

事業採択年度 平成19年度 
総事業費 27 億円 21 億円 

内用地補償費 1 億円 1 億円 

着工年度 平成19年度 
完成予定年度 平成 30 年度 平成 22 年度 

進 捗 率 
(内用補進捗率) 

85％ 

（100％） 
－ 

事業区間 美方郡
みかたぐん

香美町
かみちょう

村岡区境
むらおかくさかい

 
残事業費 4 億円 －億円 

事 業 の 目 的 事業内容（ ）：前回評価時点 

本路線は、香美町香住区の国道178号から同町村岡

区の国道９号を結ぶ南北幹線道路であり、但馬地域

の交流・連携を促進する重要な道路である。 

○安全で円滑な交通の確保 

線形不良で幅員狭小な現道を改良することによ

り、安全で円滑な交通を確保する。 

○防災機能の強化 

豪雨時には落石や土砂流出など災害の危険性が

高い現道を改良することにより、緊急輸送道路

としての機能向上を図る。 

○地域間の交流・連携の促進 

山陰海岸ジオパークの各ジオサイトへのアク

セス強化など、地域間の交流・連携を促進する。 

【延  長】1,800m 

(Ⅰ期工区1,000m(H26供用済)、Ⅱ期工区800m)

【構造規格】第 3種 3級 

【計画幅員】2車線片側歩道2.5m  車道6.0m 

〔全幅10.0m〕 

【計画交通量】 4,700台/日〔H42予測〕 

              (5,400台/日〔H42予測〕) 
【現況交通量】 

自動車： 4,237台/ 日〔H22ｾﾝｻｽ〕 
(4,878台/ 日〔H11ｾﾝｻｽ〕） 

自転車：    16台/12h〔H22ｾﾝｻｽ〕 
(259台/12h〔H11ｾﾝｻｽ〕） 

歩行者：    52人/12h〔H22ｾﾝｻｽ〕 
(128人/12h〔H11ｾﾝｻｽ〕） 

【費用負担】 国 55%、県 45% 

事業を取り巻く 

社会経済情勢 

等の変化 

平成 22 年 10 月に山陰海岸ジオパークが世界ジオパークに認定されており、本路線

はその周遊ルートとして、交通機能の強化が求められている。 

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】 

①地質調査の結果による橋梁基礎形式(小手子
さ て こ

橋、境
さかえ

ｸｽﾐ橋)の変更、施工方法の変更、 

測量調査の結果による護岸高の変更 等の理由により、事業費を 6億円増額する。 

②相続問題等用地交渉に時間を要したため、全線供用を平成 30 年度に変更する。 

進捗状況 

①全1,800m中1,000m（Ⅰ期工区）は平成26年9月供用済み。 

②用地取得率は100%（面積ﾍﾞｰｽ）。 

③平成28年度に用地買収を終え、残るⅡ期工区の道路拡幅に本格着手する予定。 

評価視点 評価結果の説明  
審査会意見及

び対応方針 

【審査会意見】  

新規着手妥当 

【対応方針】 

－ 

(1)必要性 

 

①平成26年9月のⅠ期工区の供用と平成27年11月の大乗寺バイパスの供用によ

り、残るⅡ期工区は香美町中心部から同町村岡区間で唯一の未改良区間となっ

ている。 

②国道9号と国道178号を結ぶ本路線は、緊急輸送道路に指定されているにもかかわ

らず、幅員狭小で自動車のすれ違いが困難な状況である。このため、道路改良に

より安全で円滑な交通を確保するとともに、災害時の輸送機能強化を図る。 

(2)有効性 

・効率性 

（執行環境状況）

①費用便益比Ｂ/Ｃ＝1.1(全体)（前回評価時点Ｂ/Ｃ＝1.2）、Ｂ/Ｃ＝3.5(残事業) 

②但馬自治会及び兵庫県町議会議長会により、残るⅡ期工区の早期完成が求められて

いる。 

(3)環境適合性 歩道舗装には、雨水が地中に浸透する透水性舗装を採用し、地下水涵養を図る。 

(4)優先性 地域の防災道路強靱化プランに位置づけられており、災害に強い強靱な県土づくり

を進める上でも早期整備が必要である。 

再評価 

の結果 
継続 理由 

事業の必要性は事業採択時と変わっておらず、残工区の早期供用を望む

地元の声が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。 
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事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第１回〕） 

事業名 道路事業 路線・河川名 主要地方道 香住村岡線 

 

 

 

 事業進捗状況・予定 整備効果 

全体 

(H18～H30) 

【事業費＝27億円】 

  延長 1,800m 

  橋梁 2橋(小手子
さ て こ

橋 181m、境
さかえ

クスミ橋 130m) 

 用地約 28,200m2 

 

事業採択～

H28 まで 

(H18～H28) 

【事業費＝23億円】 

① 事業進捗率 85％（用地進捗率 100％） 

② 用地取得面積約 28,200m2（面積ﾍﾞｰｽ進捗率

100％） 

③ 平成 26年 9 月 1,000m 部分供用 

  

Ⅰ期工区の幅員狭小、線形不

良箇所を改良し、円滑な交通

を確保。また、バイパス整備

により、洪水発生時に孤立す

る恐れのあった境地区集落

のアクセス機能を強化。 

今後 2年間 

（予定） 

(H29～H30) 

【事業費＝ 4億円】 

平成 30 年度 全線供用予定 

 

全線供用により、当該路線の

未改良区間を解消し、円滑な

交通を確保することで、国道

9 号と国道 178 号を結ぶ南北

軸が強化される。 
 

道路-2 

凡 例 

     ：H19～H28       

     ：H29～H30 



(主)香住村岡線
延長 1,800m 

(二
)矢

田
川

H26.9供用

Ⅰ期工区
延長 1,000m

Ⅱ期工区
延長 800m

香 美 町

新温泉町

香住ＩＣ

余部ＩＣ

山陰近畿自動車道

位置図
凡 例

：高速道路

：国道

：県道

：事業区間（整備中）

：事業区間（整備済）

：公共施設

：交通量

事業箇所

道
路
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至 国道９号

香美町役場

香住港

横断図

10,000

750

3,0003,000 2,500

750

現況

5,500

4,500

500 500

計画

自動車：4,237台/日
自転車：16台/12h
歩行者：52人/12h
（H22センサス）

大乗寺バイパス
(H27.11供用)
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②橋梁部（供用済）の状況①未施工区間の状況 ③起点側（供用済）

（主） 香住村岡線

延長1,800m

凡 例

：整備路線(現道)
：事業区間（整備中）

：事業区間（整備済）

至 村岡
（国道9号）

至 香住
（国道178号）

村岡
香住

小手子橋

村岡

香住

用地補償進捗率100％

（H28年度末）

道路拡幅に伴う
対岸の引き堤

Ⅰ期区間（平成26年9月 供用）
延長1,000m

Ⅱ期区間
延長800m

整備状況

出典：国土地理院

③

②

①

境ｸｽﾐ橋

小手子橋

村岡

香住

さ て こ

さかえ
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交通の円滑化と安全性の向上

④

③大型車の通行状況（冬期）

至 香住 至 香住

④事故状況（冬期）

凡 例

：整備路線(現道)

：事業区間（整備中）

：事業区間（整備済）

：事故発生箇所

・幅員が狭く見通しが悪いため

大型車のすれ違いが困難

・冬期積雪時には、さらに走行

環境が悪く、危険な状況

①バスとのすれ違いが困難な状況 ②見通しが悪く危険な状況

① ② ③

至 村岡
（国道9号）

至 香住
（国道178号）

至 香住至 香住

(主)香住村岡線 山田口橋～境の交通事故発生状況

物損事故 人身事故 合計

平成25年 7 0 7

平成26年 5 0 5

平成27年 1 1 2

合計 13 1 14

交通事故発生件数



(主)香住村岡線
延長 1,800m

鎧の袖

道
路
-
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地域間の交流・連携の促進

味取の俵石

今子浦（かえる島）

矢田川渓谷

○ジオパーク
科学的に見て特別に重要で貴重な、
あるいは美しい地質遺産を複数含む
自然公園のひとつ

○ジオサイト
地質や文化・歴史を感じることができる
場所

山陰海岸ジオパークエリア

・山陰海岸ジオパークの各ジオサイトへのアクセスルート強化など

地域間の交流・連携を促進

和佐父(西ヶ岡)の棚田
わ さ ぶ

柴山港

余部鉄橋
｢空の駅｣

み どり



１ スケジュール 

。

現
道
拡
幅

用地・補償

道路改良工事

H30H21 H22 H23

バ
イ
パ
ス

用地・補償

道路改良工事

１号橋（南側）
橋梁工事

２号橋（北側）
橋梁工事

H24 H25 H26 H27 H28 H29H19 H20

現道～２号橋

(L=1000m)

(L=800m)

２号橋～起点

下部工

下部工 下部工 上部工

下部・上部工下部工

下部工

下部・上部工

下部・上部工

下部工 下部・上部工

バイパス区間

H26 .9.15供用

引堤工 道路改良工

 
 

２ 事業効果について 

（1）費用対効果 

①便益（Ｂ）の項目 

 

 B（便益） 算出方法 

道

路

事

業 

①走行時間短縮便益 

○目的地までにかかる時間 

が短くなることによる便益 

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用 

  走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日 

②走行経費減少便益 

○交通の流れがスムーズに 

なり燃費などが向上するこ 

とによる便益 

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費 

  走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日 

③交通事故減少便益 

○交通事故が減少すること

による便益 

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額 

  事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位 

          ＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕 

 

②費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠     

事

業 
事業名 

B（便益） C（費用） （百万円） 
B／C 

便益額(百万円) 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費 

道 

路 

 

主要地方道 

香住村岡線 

 

全

体

事

業

費 

 

①走行時間

短縮便益 
3,066 

時間短縮： 

3.3 分→2.2 分 

計画交通量： 

4,700 台/日 

2,862 2,756 106 1.1 
②走行経費

減少便益 
192 

③交通事故

減少便益 
13 

計 3,271 

残

事

業

費 

 

①走行時間

短縮便益 
1,225 

時間短縮： 

2.7 分→2.2 分 

計画交通量： 

4,700 台/日 

370 323 47 3.5 

②走行経費

減少便益 
56 

③交通事故

減少便益 
0 

計 1,281 

 

（2）費用対効果に含まれない主な効果 

① 幅員狭小、線形不良の解消による緊急輸送道路ネットワークの強化 

② 道路拡幅による冬期積雪時の安全性の向上 

道路-7 



（１）費用対効果

目的地までの時間短縮

走行速度の向上や走行距離の短縮による、
燃料費の節約等

交通事故の減少による人的損害額、物的損
害額及び渋滞による損失額等

（２）費用対効果に含まれない効果 ○印は当該事業効果の主な項目

緊急医療・緊急物資の円滑な輸送の確保
（※緊急輸送道路の整備、防災拠点・災害
拠点病院へのアクセス道路の整備）

○
緊急輸送道路の整備による防災
機能の強化

救助・救援活動の支援
（※災害時の通行不能や孤立集落の解消）

○

緊急輸送道路の整備による防災
機能の強化、洪水発生時に孤立
する恐れのあった境地区集落の
アクセス機能を強化

減災対策への取り組み
（※二線堤道路、避難路・避難場所としての
機能、延焼防止機能の確保）

－

救急医療体制の支援 ○
公立香住病院（二次救急医療機
関）へのアクセス性の向上

交通安全対策 ○
線形改良・道路拡幅・歩道整備に
よる現道利用者の安全性の向上

地域間交流の促進 ○
香美町中心部と同町村岡区のア
クセス性の向上

中心市街地の活性化 －

地域産業の活性化 ○
漁業が盛んな香住港と国道９号
のアクセス性の向上

観光支援 ○
山陰海岸ジオパークの各ジオサ
イトへのアクセス性の向上

地域プロジェクト等支援 －

公共交通機関利用の促進
交通結節機能の向上

－

沿道環境の改善
景観形成

○
歩道舗装を透水性舗装とし、雨
水を地下に涵養

（３）地域からの要望状況等

効 果 項 目 該当する事業内容評価の視点

対象事業：道路事業　（主）香住村岡線

走行時間短縮

走行経費減少

交通事故減少

効 果 項 目　(費用対効果の便益内容)

③円滑な交通体系の確保

平
時

災
害
時

①安全･安心の確保

道路－8

道路･街路事業の効果　

要望状況等
但馬自治会及び兵庫県町議会議長会により、残るⅡ期工区の早期完成が要望されてい
る。

④地域の環境改善

②地域の活性化


